
 

 

 

 

 

 

 

 

次  第 

 

１ 開 会 

２ 構成員紹介        （資料１） 

３ 事務局説明 

① 本検討懇話会の目的と今後のスケジュールについて  （資料２） 

② 北九州市送迎保育ステーション試行事業について  （資料３） 

４ 意見交換 

５ 閉 会 

 

【配布資料】 

  北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する検討懇話会 開催要綱  

（別紙１） 

  アンケート結果       （別紙２） 

第１回 北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する検討懇話会 

 

日時：令和６年８月２７日（火）１４：００～ 

場所：本庁１０階  １０C 会議室 



構成員名簿 

 

氏名 役職 

東 裕美子 北九州市立貫保育所長 

伊賀良 昌宏 

（一社）北九州市保育所連盟 副会長 

認定こども園花園保育園園長 

上村 眞生 西南女学院大学 准教授 

髙原 惠子 

（一社）北九州市私立幼稚園連盟 会長 

認定こども園徳力団地幼稚園園長 

山本 佳代子 西南学院大学 教授 

 

（五十音順 敬称略） 
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本検討懇話会の目的と今後のスケジュールについて 

 

1. 目的（要綱第１条） 

 北九州市送迎保育ステーション試行事業（以下、「事業」という。）について、

安全かつ安心な事業の実施や、保護者の負担軽減を図る等の観点で、専門的見地

から、事業内容の検討及び効果検証を実施することを目的とする。 

 

2. 具体的な検討事項（要綱第３条） 

(１) 児童の送迎方法等に係る安全性や保育環境の確保に関すること 

（２）保護者の負担軽減に関すること 

（３）事業効果に関すること 

（４）その他、事業の実施に際して必要な事項に関すること 

 

3. 今後のスケジュール案 

 開催時期（予定） 内容等 

第１回 Ｒ６．８ 検討懇話会の趣旨、安全性等の論点整理 

第２回 Ｒ６．第３四半期 試行事業（案）の提示 

第３回 R６．第４四半期 短期試行事業実施に向けた最終確認 

短期試行 

（モニタリング） 
Ｒ７．上半期  

第４回 Ｒ７．下半期 試行事業の検証 
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送迎 

送迎 

北九州市送迎保育ステーション試行事業について 
 

１．事業概要 

 

 
保護者        送迎ステーション     バス送迎      保育所・幼稚園等 

①児童の送迎     ②預かり（朝）       ③バスが送迎     ④預かり（日中） 

 

 

 

 

⑦児童のお迎え    ⑥預かり（夕方）    ⑤バスが送迎 

 

 

事業の目的 

送迎バスを活用し、自宅から距離のある保育所・幼稚園等の利用を可能に

することにより、保護者の通勤等の負担軽減を図り、ゆとりをもってこど

もと向き合う時間をより確保することを目的とする。 

試行事業に

ついて 

北九州市の実情を踏まえた上で、試行事業を通じて、運用の課題や有効性、

利用の見込みなどを確認する。 

他都市の 

実施例 

・政令市 さいたま市、堺市、神戸市 

・他   流山市など 

 

２．北九州市の現状（別紙２抜粋） 

  自宅から保育所へは車で送迎が８４％ 

  駅周辺の送迎センターのニーズは３％ 

  自宅や職場から保育所の距離の負担が約２割 

 

３．試行事業の方向性（案） 

送迎保育ステーションにより保護者の負担軽減に資するか、短期的な試行

事業（モニタリング）を通じて検証する。 

具体的には、車で送迎している人が多いことを前提に、保育ニーズが高いか

つ送迎時間の短縮が可能となるエリアにステーションを設置し、比較的郊外

にある保育所・幼稚園等を送迎バスでつなぐ。 

事業イメージ 
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４．ご意見いただきたい項目と方向性（たたき台） 

 

 項目 方向性 

①  ステーションの開所時間 ・7:30～9:00, 16:00～18:00 

②  バスの運行距離・時間 ・最長 30 分程度をめどに運行 

③  対象年齢 ・３歳以上 

④  受け渡し時の注意点 

・点呼の徹底 

・家庭、ステーション、園をつなぐ連絡帳 

・役割分担を明確にするマニュアルの作成 

⑤  送迎バスの環境 

・安全装置の設置 

・保育士が同乗 

・チャイルドシートの装着 

・保育士による降ろし忘れのチェック 

⑥  連絡体制の構築 

・欠席時の連絡方法の整理 

・こどもの体調不良時の連絡方法の整理 

・災害等により閉所する際の連絡方法の整理 

・一定回数以上は、保護者が直接園に送迎 

⑦  効果測定 ・実施園及び利用者へのアンケートを実施 
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北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する検討懇話会 開催要綱 

 

 

（目的） 

第１条 北九州市送迎保育ステーション試行事業（以下、「事業」という。）について、安全

かつ安心な事業の実施や、保護者の負担軽減を図る等の観点で、専門的見地から、事業内容

の検討及び効果検証を実施することを目的とする。 

 

（構成員） 

第２条 北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する検討懇話会（以下、「検討懇話会」

という。）の構成員は、学識経験のある者等その他市長が適当と認める者のうちから、市長

が選任する。 

２ 構成員の任期は、選任の日から、令和８年３月３１日までとする。 

３ 構成員が欠けた場合は補欠構成員を置くことができる。ただし、補欠構成員の任期は、前

任者の在任期間とする。 

  

（検討事項） 

第３条 検討懇話会は、次に掲げる事項を検討する。 

  (１) 児童の送迎方法等に係る安全性や保育環境の確保に関すること 

（２）保護者の負担軽減に関すること 

（３）事業効果に関すること 

（４）その他、事業の実施に際して必要な事項に関すること 

 

（構成員の責務） 

第４条 構成員は第３条に掲げられた事項について検討し、意見を表明すること。 

２ 検討の過程において知り得た情報を公表してはならない。 

３ 前項の責務は、その職を退いた後も同様とする。  

 

（検討懇話会） 

第５条 検討懇話会は、必要に応じて事務局が招集する。 

   

（事務局） 

第６条 検討懇話会に関する事務は、子ども家庭局子ども家庭部こども施設企画課において処

理する。 

 

（会議の公開等） 

第７条 検討懇話会は、原則公開する。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、検討

懇話会の構成員との協議により公開しないことができる。 

（１）法令等に特別の定めがある場合 

（２）不開示情報（北九州市情報公開条例第7条）に該当する事項を協議する場合 

（３）円滑な会議運営が損なわれるおそれがある場合 

（４）その他非公開とすることに相当する理由がある場合 
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（会議録等の作成） 

第８条 公開の会議については、その会議録を作成する。会議録には次の事項を記載するもの

とする。 

（１）会議名 

（２）開催日時 

（３）開催場所 

（４）出席者氏名 

（５）会議概要 

（６）会議経過（発言の内容） 

（７）その他必要な事項 

（８）問い合わせ先 

２ 非公開の会議については、前項に準じてその会議要旨を作成する。ただし、会議要旨には

非公開の理由を記載するものとする。なお、前項第４号の出席者氏名については、出席した

者の人数、前項第６号の会議経過については、発言の概要にかえることができるものとする。 

 

（会議録等の公開） 

第９条 前条において作成の会議録等については、北九州市ホームページへ掲載するものとす

る。 

 

（その他） 

第１０条 この要項に定めるもののほか、検討懇話会の運営に関し必要な事項は、子ども家庭

局長が定める。 

 

付 則   

１ この要綱は、令和６年７月２６日から施行する。 

２ この要綱は、令和８年３月３１日限り、その効力を失う。 
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令和５年１１月９日 

子ども家庭局保育課 

 

送迎保育ステーションについて 

 

１ 送迎保育ステーションとは 

近隣に入所可能な保育所等が見つからない子どもに対し、自宅から遠距離に

ある保育所等への通所を可能にするため、通勤途中などに利用ができるよう 

利便性が高い駅周辺にステーションを設置し、バスで送迎を実施する。 

 

２ 北九州市の状況 

・保育所に通園している保護者向けにアンケートを実施。 

・回答数は３，３７２人 

 

 
 

 

２０２３年１１月９日常任委員会公表資料 
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